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オホーツク海の海流はよくわかっていなかった。
冷戦終結で観測が可能になった。

公海

１９９８年 7・8月
１９９９年 8・9月
２０００年 6・7月
２００１年 8・9月
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Trajectories of 
surface drifters

June. 1999 - Feb. 2000

Ohshima et al., 2002
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係留系システム

水中切り離し装置 アーンデラ流速計
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アーンデラ
流速計

ＡＤＣＰ

Trawl Resistance
Bottom Mount

ＡＤＣＰ



6

Joint Japanese-Russian-U.S. Study 
of the Okhotsk Sea

Four R/V Khromov cruises
1998(Jul-Aug)  
1999(Aug-Sep) 
2000(Jun-Jul) 
2001(Aug-Sep)

Hokkaido University (Wakatsuchi) 
JAMSTEC (Takizawa)
FERHRI (Volkov)
UW (Riser) 
Scripps (Talley, Rudnick)

樺太東岸沖で展開された
係留系アレイの例
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東樺太海流　53°N

鉛直断面
季節変動

Mizuta et al.,2003

北海道新聞平成14年10月12日
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　　　　ロゼット採水シテム

採水器のほか、CTDセンサー，ピンガー，　　　　
トランスポンダー（システムの正確な位置を決め
るための音響機器）などが搭載できる　　　　　

Profiling float
中層に浮遊し、一定時間ごとに
浮上してその際の温度・塩分の
プロファイルを衛星を介して送る
フロート

オホーツク海にて
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プロファイリングフロート ： ARGO

http://www.argo.ucsd.edu/

　　　ARGO（アルゴ）計画（2000年～　　　）　
　　　　　　　
プロファイリングフロートを全世界に約3000個投下し、
中層から表層までの水温・塩分・流れをリアルタイム
　　　にかつグローバルにモニターする計画
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1999/12—2005/02

　合計　２０個
500 m ---- 4
750 m ---- 12

1650 m ---- 4

Ｐｒｏｆｉｌｉｎｇ　ｆｌｏａｔｓ

海氷を測る　－係留観測から－

海氷の密接度や漂流といった量は人工

衛星で観測可能であるが、最も基本的

な物理量である「海氷の厚さデータ」

は、衛星の観測からでは正確な値を得

ることが（将来とも）難しいものであ

る。氷厚データに関しては、その平均

的分布（気候値）さえもよくわかって

いない状況にある。長期連続した客観

性の高い海氷厚データを得るには、超

音波氷厚計（Ice Profiling Sonar）を

長期係留する方法が現在もっとも有効

な方法である。これは海水中に係留さ

れた測器より発信した音波のエコー時

間を用いて海氷の厚さを測定するもの

で、データ取得・データ処理ともに簡

単ではないので、国際的にもまだ限ら

れた研究者にしか使われていない。

氷厚計の計測原理
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海氷生産量の見積もり
　（熱収支と衛星データより） 中層(等密度面上）での水温

高密度陸棚水

Ohshima et al., 2003
Itoh et al.,2003

(Shcherbina et al., 2003; Science)

海氷期

塩分増加

高密度陸棚水生成を捉えた観測

温
度

塩
分

Ohshima et al., 2003

海氷生産量の見積もり
　（熱収支と衛星データより）

Itoh et al.,2003

中層(等密度面上）での水温

Dense Shelf Water
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高密度水生成→中層水

高密度水生成(ブライン排出)
〔Shcherbina et al., 2004〕

係留点(陸棚域)△

O N D J F M A M J

1999 2000

塩分・水温の季節変化(陸棚域)
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JSTサイエンスチャンネル番組：
サイエンスフロンティア２１

「オホーツクに迫る-海氷と豊かな海の秘密-」

第４７回科学技術映像祭文部科学大臣賞受賞
（ポピュラー サイエンス部門）

World Media Festival-global competition 
for modern media 2006

　Gold medal (Documentaries：Geography)


